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このたびはコクヨ製品をお買い上げいただ
き、まことにありがとうございます。
ご使用前に、よくお読みの上、正しくお使
いください。お読みになったあとは、お使
いになる方がいつでも見られるところに必
ず保管してください。

※�諸般の事情により、予告なく仕様が変わることがあります。
あらかじめご了承ください。

片袖デスク

L型デスク

スタンダードテーブル

〈保証内容のご確認とお願い〉
●この取扱説明書（本書とする）は、記載内容（無
料修理規定）に基づいて、無料修理を行うこと
をお約束するものです。本書によってお客様の
法律上の権利を制限するものではありません。
保証期間経過後の有償修理などについてご不明
の場合は、お買い上げの販売店またはお客様相
談室までご相談ください。
●無料修理を受けられる場合は、本書と「ご購入
明細書」の両方が必要になります。
お買い上げ日と販売店を、「ご購入明細書」にて
ご確認いただき、本書とともに大切に保管してく
ださい。
※「ご購入明細書」とは、製品の納品時にお客様
にお渡しする「納品書兼出荷案内書」・「販売
店が発行する納品書（製品明細の記載がある
もの）」のことです。
　

〈保証期間について〉
●保証期間は、社団法人日本オフィス家具協会
(JOIFA)のガイドラインに準拠し、電気部品を除
いて、お買い上げの日から下記の年限とさせて
いただきます。

※使用頻度としましては、週40時間（週5日とし
て1日8時間）の労働時間を想定しています。

●電気部品に関しましては、下記の年限とさせて
いただきます。

〈無料修理規定〉
1.保証期間中に、取扱説明書・本体貼付ラベルな
どの注意書にしたがった正常な使用状態で当社
の責任と認められる不具合・故障が発生した場
合は、無料修理をさせていただきます。
その際、張り地などの部材交換が必要な場合に本
製品と同等の機能部材を使用する場合があります。
また、弊社の判断により製品全体を交換させていた
だくことがありますので、あらかじめご了承ください。
2.お買い上げ日から保証期間中に故障が発生した
場合は、お買い上げの販売店、またはお客様相
談室へご相談ください。

3.保証期間が過ぎた後や保証が適用されない故障に
つきましては、有料で修理させていただきます。

4.保証期間内でも以下の場合は有料となりますの
でご了承願います。
（イ）本書、およびご購入明細書のご提示が無い

場合
（ロ）ご購入明細書にお買い上げ年月日・お客様名

・販売店名の記入がない場合、または字句が
書き換えられた場合

（ハ）消耗部品（弊社指定部品） の交換
（ニ）第三者から転売・譲渡を受けた場合
（ホ）火災・水害・塩害・ガス害や地震などの天災地

変による故障または破損 
（ヘ）故意・過失に関係なく、使用上の誤りによる

故障または破損
（ト）加工・改造、不当な修理による故障または破損
（チ）屋外・温浴施設・プールなどで使用された場

合の故障または破損
（リ）使用上の消耗により発生する異音などの現象

変質またはさび・かびの発生
（ヌ）外観の傷・へこみ・変形や再現のできない不良
（ル）一般的に品質や機能上、影響のない感応的

現象（におい、音鳴りや振動など）
5.ご転居の場合は､事前にお買い上げの販売店、
またはお客様相談室までご相談ください。

6.本書およびご購入明細書は日本国内においての
み有効です。

7.本書およびご購入明細書は、再発行致しません
ので大切に保管してください。

■保証について

1年 塗装および樹脂部品の変色・退色、
レザー・クロスの摩耗。

外観・表面
仕上げ

2年 引き出し・スライド機構・扉の開閉・
錠前・昇降機構などの故障。

機構部・
可動部

3年 強度・構造体にかかわる破損。構造体

1年　電気部品 照明器具、スイッチ、ACアダプタ、
コンセント、モーターなど。

ご購入明細書に記入されている、
お客様の個人情報は保証期間内
の修理・交換活動にのみ使用し、
それ以外の目的に利用したり、第
三者に提供することは一切ござ
いません。

お客様の
個人情報の
利用について
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1.安全上のご注意

ここに書かれた注意事項は、あなたや他の人への危害や損害を未然に防ぐためのもの 
です。いずれも安全にお使いいただくための重要な内容ですから、必ずお守りください。

警告 取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う
可能性があります。

注意 取り扱いを誤ると、軽傷を負うかまたは、
物的損害が発生する可能性があります。

注意
●コンセント、電源プラグ、コードがある場
合は、以下の内容を守らないと、感電や
ショート・火災の原因になります。
•	温度・湿度の高い場所では使用しない
でください。
•	ぬれた手で電源プラグの抜き差しをし
ないでください。
•	電源プラグは、刃の根元までしっかり
差し込んでください。
•	電源プラグに、ホコリが付いた状態で
使用しないでください。
•	コンセントの差し込み口に、異物やゴ
ミが入らないようにしてください。
•	電源プラグは、必ずプラグを持って抜
いてください。

•	暖房器具など火気を近づけたり、熱風
を当てないでください。
•	コンセントや配線に水がかからないよ
うに注意してください。
•	コンセントや配線に洗剤や殺虫剤をか
けないでください。
•	コードを止め金などで固定して使用し
ないでください。
•	コードをたばねて使用しないでください。
•	コードの上に重いものをのせたり､はさ
み込んだりしないでください。
•	コードを敷物の下にして使用しないで
ください。

•	コードを無理に引っ張ったり、曲げたり、
ねじらないでください。
•	コードが傷ついたままで使用しない
でください。
•	コンセントが破損したり、外れかけた状
態で使用しないでください。
•	お手入れの際は、必ず電源プラグをコン
セントから抜いてください。
•	コンセント部やプラグ部などの分解や
改造をしないでください。
•	コードをワゴンなどで踏み付けないで
ください。
•	ロッカー用オプションのコンセントを
取り付ける場合、各コンセントの電源
プラグの接続は、ベース内で行ってく
ださい。

●健康に影響をおよぼすことが考えら
れますので、以下の内容を守って使用
してください。
•	この製品を購入された当初は、化学物
質の発散が多いことがありますので、し
ばらくの間は換気や通風を十分に行っ
てご使用ください。
•	この製品をご使用になる室内が著
しく高温多湿（温度28℃、相対湿度
50%超が目安）になる場合は、窓を閉
め切らないようにするか、強制的に換
気を行ってください。

●運動具や乗物がわりに使ったり、ゲーム
などの遊びに使用しないでください。
	（特にお子様にご注意ください。）
転倒や破損により、けがをする原因になり
ます。

警告
●コンセントがある場合、コンセントに接
続する機器は、定格消費電力合計が
1500W以内で使用してください。
これを超えると、異常発熱して火災の
原因になるおそれがあります。

●お客様で､解体や移設･レイアウト変更を
しないでください｡
組立･施工が不十分ですと､破損や転倒に
よりけがをする原因になります｡必ずお買
い上げの販売店にご相談ください｡
●転倒防止金具を取り付けている製品は、転
倒防止金具を絶対に外さないでください｡
転倒によって､けがをする原因になります｡
●収納家具で壁面に設置する製品は、地
震対策のために、壁固定金具(オプショ
ン)で本体を壁固定されることをお勧め
します。
地震などの揺れによる転倒のおそれが
あります。

●収納家具の本体を並べて使用する場合
は、上下・横連結されていることを確認
してください。連結されていない場合
は使用せず、お買い上げの販売店にご
連絡ください。

●ラテラルキャビネットおよび奥行きの
浅い両開き扉は単体では使用せず、必
ず2台以上で連結してください。単体
でのご使用となる場合は、転倒防止対
策を行ってください。
転倒によりけがをするおそれがあります。
転倒防止対策については、お買い上げの
販売店にご相談ください。
●棚板、引き出しに収納するときは、バラ
ンスよく収納してください。
上段や手前に偏った収納をすると、転倒
によるけがのおそれがあります。
●引き出しがある製品では、引き出しは、
一段ずつ引き出してください。
同時に二段以上引き出すと、転倒のおそ
れがあります。

●製品を廃棄するときは、焼却しないでくだ
さい。
有害ガスが発生するなど、周囲に危険を
およぼす原因になります。
製品を廃棄するときは、専門業者に依頼
するか、お買い上げの販売店にご連絡く
ださい。
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●使用していないボルト穴や取付穴に指
を入れないでください。
	（特にお子様にご注意ください。）
けがをする原因になります。
●製品の上に立ち上がったり、腰を掛け
たりしないでください。また、もたれか
かったり、ぶら下がったりしないでくだ
さい。
	（特にお子様にご注意ください。）
転倒や転落により、けがをする原因に
なります。
●床に傾斜や段差のある、不安定な場所
では使用しないでください。
転倒によるけがの原因になります。
●製品と収納物の重量に耐えられない場
所には、設置しないでください。
転倒によるけが・破損の原因になります。
●アジャスターがある製品を設置する際
は、本体の水平を保つようにアジャス
ターで調節してください。
前傾した状態で設置すると、扉が開いた
り、引き出しが流れ出たり、本体が倒れて
きて、けがをするおそれがあります。
●専用のオプションパーツ以外は取り付
けないでください。
落下によるけがや破損の原因になります。
●可動部（引き出しや配線カバーなど）の
すきまに手や指を入れないでください。
けがの原因になります。
●棚爪のある製品は、4カ所とも同じ高さ
に取り付け、爪が側板に確実に入って
いることを確認してください。
棚板やのせているものが落下し、けが
や破損のおそれがあります。

●引き出しがある製品は、引き出しを引
き出した状態で、上から押さえたり、重
いものをのせないでください。
本体の倒れや引き出しの破損によるけ
がの原因になります。
●棚板に登らないでください。
棚板が外れたり、本体が倒れて、けがを
する原因になります。
●トレーがある製品はトレーを引き出す
とき、トレーが扉に当たらないないよう
に、トレーをまっすぐに引き出してくだ
さい。
トレーや扉が傷ついたり、破損してけ
がをするおそれがあります。
●引き出しがあるものは、引き出しを引き
出せなかったり、引き出している途中で
止まった場合は、無理に引き出さない
でください。
破損によるけがの原因になります。
●扉を開いた状態で、上から押さえたり
引っ張ったりしないでください。
転倒や破損してけがをする原因になり
ます。
●施錠付きの製品には貴重品を入れない
でください。
簡易施錠ですから、工具などによる破
壊には耐えられません。
●扉や引き戸、引き出しを施錠するとき
は、すべての扉や戸、引き出しが完全に
閉まっていることを確認してから施錠
してください。
扉や戸、引き出しが少しでも開いてい
ると、キーが回っても施錠されない場
合があります。

1.安全上のご注意

●のせるものが、天板からはみ出さない
ようにしてください。
ものが落下して、けがをするおそれが
あります。
●ダブルロックユニットでは、ダブルロッ
クユニットの上にものをのせないでく
ださい。
ものが落下したり、破損してけがをする
原因になります。ものをのせるときは、本
体の上に棚板を取り付けてください。
●上置きの開き扉を開けたまま、下置き
の収納部を使用しないでください。
立ち上がったときに、頭をぶつけてけ
がをする原因になります。
●可動部に注油しないでください。
油がたれて床や衣類を汚す原因になります。
●コードダクト、コード受けにかばんなど
を引っ掛けないでください。
落下によるけがや破損の原因になります。
●移動させるときは、のせているものを
すべて取り除いてから行ってください。
のせているものが落下して、けがをす
るおそれがあります。
●製品の分解や改造はしないでください。
けがや故障の原因になります。
●ストーブなど火気を近づけて使用しな
いでください。
やけどや火災の原因になります。
●乱暴な取り扱いや用途以外の使用はし
ないでください｡
けがや故障･破損の原因になります｡
●扉や引き戸、引き出しの開閉はゆっくり
行い、手や指、衣服をはさまないように
注意してください。
勢いよく行うと、ストッパーの乗り越え
や破損によって引き出しが抜け落ち、
けがをするおそれがあります。

●引き出しやトレーを引き出すときは、
ゆっくり引き出してください。
引き出しやトレーを引き出すときは、
ゆっくり引き出してください。
●ボルトやネジがゆるんだままで使用し
ないでください。
本体の変形・破損や転倒により、けが
をする原因になります。早めに締め直
してください。
●溶接外れやリベットのゆるみ、アジャス
ターやキャップ類の欠落など、異常を
発見したときは、直ちに使用を中止して､
お買い上げの販売店にご相談ください。
そのまま使用していますと、製品の破損
により、けがをするおそれがあります。
●棚板などが変形した状態で使用しない
でください。
落下や転倒などにより、けがをする原
因になります。
●ガラスにきずや欠けが生じたときは、す
ぐに取り替えてください。
そのまま使用していますと、破損しやすく
なり、けがをするおそれがあります。
●製品に貼ってあるラベルは、絶対には
がさないでください。
誤った使いかたや事故を防止するため
のものです。ラベルがなくなったり、は
がれたときは、当社から取り寄せ、正し
い位置に貼ってからご使用ください。
●この製品を他の人が使用するときは、
この取扱説明書をよく読んでから使用
するようにご指導ください。
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⿟⿟この製品は室内または屋内用です。
屋外での使用や水ぬれは、故障やさび・変色の
原因になります。
⿟⿟直射日光やストーブなどの熱が直接あたる場所
や、湿気・乾燥の著しいところでの使用は避け
てください。
変色や変形のおそれがあります。
⿟⿟天板に飲み物をこぼしたままにしたり、ぬれ雑巾
などを放置しないでください。
表面材の変色やはがれなどの原因になります。
⿟⿟収納物が引き出しの後部や側面からこぼれ落ち
ないようにしてください。
引き出しの開閉や施錠の妨げになったり、故障
や破損するおそれがあります。
⿟⿟引き出しを施錠するときは、すべての引き出し
が完全に閉まっていることを確認してから施錠
してください。
引き出しが少しでも開いていると、鍵が回って
も施錠されない場合があります。

2.末永くご使用いただくためのご注意

⿟⿟引き出しを開けたままで、鍵を施錠位置にして
引き出しを閉めないでください。
鍵がかかってしまったり、施錠装置が破損する原
因になります。
⿟⿟シリンダー錠の鍵穴に、油や粘度のある液体を
入れないでください。
誤作動の原因になる場合があります。
⿟⿟スペアキーは、施錠する本体の中には入れない
でください。
万一の紛失に備えて、必ず別の所に保管してく
ださい。
⿟⿟鍵を紛失したときは、鍵番号を確認の上、お買い
上げの販売店へ合い鍵の作成をご注文ください。
鍵番号は、鍵穴の周辺に刻印されています。
⿟⿟使用開始後、のせたものの重量や床の状態によ
り、本体にゆがみが出てくることがあります。
そのときは再度、本体の水平をアジャスターで
調整してください。
⿟⿟ときどき、ボルトやネジのゆるみによるがたつきが
ないか点検し、ある場合は締め付けてください。

3.使いかた

1	付属品
ご使用前に付属品の数を確認してください。
片袖デスク・L型デスク
袖タイプ・
品番：
SD-BSN

3段
□□□L（L）C3

V3段
□□□L（L）V3

仕切り板 大1小1 大2
ペントレー 1 1

両袖デスク
袖タイプ・
品番：
SD-BSN

3段・3段
□□□DC3 

V3段・3段
□□□DV3 

2段・3段
□□□DA2 

仕切り板 大2小2 大3小1 大3小1
ペントレー 2 2 1

2	鍵の使いかた
鍵の状態（かけた・かけていない）を、鍵穴上部の
表示窓で色表示します。
引き出しは、オールロック機構により、すべての引
き出しが同時に施錠・解錠されます。
〈鍵のかけかた（施錠）〉
鍵穴に鍵を差し込み、時計回りに１８０ 回゚すと表示窓が
赤色になり、鍵がかかります。
〈鍵の開けかた（解錠）〉
鍵穴に鍵を差し込み、反時計回りに１８０ 回゚すと表示窓
が青色になり、鍵が開きます。

インロック防止機能について
インロック防止機能とは、誤って鍵を引き出しに
入れたまま、引き出しを閉じて施錠してしまうこ
とを防止する機能です。

上・中段引き出しを開けたまま、キーを施錠
位置に回して、引き出しを閉めても途中で止
まります。

引き出しをもう一度引き出し、キーを解錠し
てください。
すべての引き出しを完全に閉めてから、施錠
してください。

〈ご注意〉
下段引き出しの場合は、最後まで閉まります
ので、十分にご注意ください。

鍵が開く
（表示窓が青色） 鍵がかかる

（表示窓が赤色）

表示窓

鍵7023737

3	袖引き出しの抜きかた・入れかた
〈抜きかた〉
引き出しをレールのストッパー位置まで水
平に引き出し、持ち上げるようにして取り
外してください。
〈入れかた〉
引き出しをレールにのせて、ストッパーの
位置まで水平に押し入れ、持ち上げるよう
にして奥まで挿入してください。

4	仕切り板のセットのしかた
仕切り板をセットすることで、収納物の移動
防止や収納効率を良くすることができます。
仕切り板を、各引き出しの希望の位置のス
リットに図のようにセットしてください。
〈収納時のご注意〉
収納物が引き出しの中で倒れたり、動いたり
しないように、仕切り板をセットしてください。
収納物に傷がついたり、変形や破損のおそれ
があります。

5	コードフック（別売オプション）
の使いかた

コードフックは、外装脚内側に取り付ける
と、かばん掛けなどとして使用できます。

コードフック 外装脚

付け替える

コードフックの付けかた・外しかた

仕切り板（小）の場合

仕切り板（大）の場合

収納物が垂直に
入っている

収納物が
傾いている

仕切り板

仕切り板（小）

スリット

引き出し

引き出し

スリット

仕切り板（大）

ストッパー 突起 引き出し
持ち上げて、
突起をストッパー
の奥に入れる

引き出しレール
ローラー ローラーに合わせて、

引き出しレールに
水平に入れる8020820

7023801

フック

押さえる

7023852
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4.配線のしかた

配線コードは、配線キャップのコード取出口やコードフック（別売オプション）を使って配
線することができます。

コードフック（別売オプション）
の付けかた・外しかた

配線キャップ
コード取出口

❶スライドさせる

❷開ける
❸入れる

コード取出キャップ

コード取出口の有効寸法

コード取出キャップ（大）を
開けた場合の有効寸法

コード取出キャップ（小）を
開けた場合の有効寸法

コード取出キャップを両側開けた場合の有効寸法

170mm

94mm 76mm

39mm 30mm

17mm

30mm

配線コード

7023803

7023805

フック

押さえる

7023852

卓上コンセント・情報コンセントの取り付けについて
コード取出キャップを開けて､卓上コンセントSDA-WC2（別売）／情報コンセントSDA-WC151・
SDA-WC170（いずれも別売）を、1個、または2個を組み合わせて取り付けることができます。
取付条件、取付可能な組み合わせは、下記を参照してください。（取り付けかたなどは、それぞれに
付属の取扱説明書参照）

〈すべてのコンセントについて〉　
1個だけ取り付ける場合は､配線キャップの内側
のコード取出口に取り付けてください。
※	外側のコード取出口にクランプ（別売）を取
り付けることもできます。

〈卓上コンセント SDA-WC2の場合〉
⿟⿟取り付ける際は､コード取出キャップをいっ
たん取り外してください。
⿟⿟2個同時に取り付けることができます。
⿟⿟情報コンセントSDA-WC151またはSDA-
WC170を同時に取り付けることができます。
※	情報コンセントを、先に外側のコード取
出口に取り付けてください。

〈情報コンセント SDA-WC151の場合〉
⿟⿟2個同時に取り付けることはできません。
⿟⿟卓上コンセントSDA-WC2を同時に取り付
けることができます。
※	情報コンセントを先に外側のコード取出
口に取り付けてください。

〈情報コンセント SDA-WC170の場合〉
⿟⿟2個同時に取り付けることができます。
⿟⿟卓上コンセントSDA-WC2を同時に取り付
けることができます。
※	情報コンセントを先に外側のコード取出
口に取り付けてください。

5.故障かな?と思ったら（不調診断）

こんなときは こう処置してください
引き出しが閉まらない。 ⿟⿟収納物がはみ出したり、こぼれ落ちて引き出しの動きを妨げて

いることが考えられます。
動きを妨げているものを取り除いてください。
⿟⿟インロック防止機能が働いていることが考えられます。
引き出しを開けたまま、キーを施錠位置に回していませんか。
引き出しをいったん引き出し、鍵を解錠してから引き出しを完
全に閉め、施錠してください。

引き出しを引き出せない。 ⿟⿟引き出し前面の引き手レバーを持ち上げて、そのまま手前に引
いてください。

施錠できない。 ⿟⿟引き出しが開いていることが考えられます。引き出しをすべ
てきちんと閉めてください。
⿟⿟収納物がはみ出したり、こぼれ落ちて引き出しの動きを妨げて
いることが考えられます。
動きを妨げているものを取り除いてください。
⿟⿟本体にゆがみが出ていることが考えられます。アジャスター
を調節して、水平にしてください。

本体がグラグラする。 ⿟⿟アジャスターを調節して、水平にしてください。
※	以上の処置をしても直らないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。
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7.仕様

6.お手入れのしかた

⿟⿟日常のお手入れは、乾いたやわらかい布でか
ら拭きしてください。
⿟⿟汚れが著しい場合は、以下の手順で汚れを落
としてください。
1.	うすめた中性洗剤につけた布を、かたく
絞って拭いてください。

2.	水につけた布をよく絞って、洗剤が残らな
いように拭き取ってください。

3.	乾いたやわらかい布で、水分が残らないよ
うに拭き取ってください。

〈汚れを落とすときの注意〉
水にぬれたままにしておいたり、アルコールやシ
ンナー系溶剤、酸・アルカリ性洗剤の使用は避け
てください。
変色や変形の原因になります。

品　　　名 スタンダードテーブル

品　　　番：SD-BSN 77L 78L 107L 108L 117L 118L 127L

外　寸　法
（ｍｍ）

奥行き 700 800 700 800 700 800 700

幅 700 700 1000 1000 1100 1100 1200

高さ 700 700 700 700 700 700 700

構造部材

天板 表面：メラミン化粧板、芯材：鋼板

脚部 鋼板、PP

パネル 鋼板

アジャスター ナイロン

耐荷重 588N［約60kgf］

品　　　名 片袖デスク

品　　　番：SD-BSN 107L□□ 117L□□ 127L□□ 147L□□ 167L□□

外　寸　法
（ｍｍ）

奥行き 700 700 700 700 700

幅 1000 1100 1200 1400 1600

高さ 700 700 700 700 700

構造部材

天板 表面：メラミン化粧板、芯材：鋼板

脚部 鋼板、PP

パネル 鋼板

アジャスター ナイロン

耐荷重 588N［約60kgf］

品　　　名 両袖デスク

品　　　番：SD-BSN 147D□□ 148D□□ 167D□□ 168D□□

外　寸　法
（ｍｍ）

奥行き 700 800 700 800

幅 1400 1400 1600 1600

高さ 700 700 700 700

構造部材

天板 表面：メラミン化粧板、芯材：鋼板

脚部 鋼板、PP

パネル 鋼板

アジャスター ナイロン

耐荷重 588N［約60kgf］

品　　　名 L型デスク

品　　　番：SD-BSN 147LL□□ 167LL□□

外　寸　法
（ｍｍ）

奥行き 700 700

幅 1400 1600

高さ 700 700

構造部材

天板 表面：メラミン化粧板、芯材：鋼板

脚部 鋼板、PP

パネル 鋼板

アジャスター ナイロン

耐荷重 588N［約60kgf］

●取り扱い上の注意 直射日光および、熱・水ぬれをさけてください。
加熱した鍋、湯沸かし等を直接置かないでください。

表示者　：　コクヨ株式会社　大阪市東成区大今里南6丁目1番1号
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8.組み立てかた

注意
商品の組み立ては、記載している手順･方法通りに行ってください。
誤った手順･方法で組み立てますと、けがや破損のおそれがあります。

1	構成部品
組み立てる前に、部品の数を確認してください。

梱包
品番

品 名

部品の種類

スタンダードテーブル 片袖デスク 両袖デスク L型デスク

SDT-
BSN□ 天板 1 1 1 1

SDE-
BSN□

袖 － 1 2 1

鍵 － 2 4 2

ホールプラグ － 大1小3 大2小6 大1小3

アジャスター － 4 8 4

SDF-
BSN□ 外装脚 左右各1 1 － 1

SDP-
BSN□ パネル 1 1 1 1

SDC-
BSE□

センター引き出し

W700 ー 1 W1200以下ー1
1 1W1000 ～ 1200 ー 2

W1400・1600 ー 2W1400以上ー3

引き出しレール

W700 ー左右各1 W1200以下ー
左右各1

左右各1 左右各1
W1000 ～ 1200 ー
左右各2

W1400・1600 ー
左右各2W1400以上ー

左右各3

レールファスナー

W700 ー 2 W1200以下ー2
2 2W1000 ～ 1200 ー 4

W1400・1600 ー 4W1400以上ー6

SDK-
BSN レールサイドキャップ 左右各1

（奥行き800のみ） － － 左右各1

SDA-
BSNJT47

L天板セット － － － 1

ファスナー － － － 2

7023771 7023772 7023774 7023773

2	外装脚の取り付け
天板を裏返しに置き、外装脚の段
付きボルトを天板の 穴と 穴
に入れ、図のように取り付けてく
ださい。
※	奥行き８００デスクの場合、スタン
ダードテーブルと片袖机（L・
両袖・脇）は外装脚の取付位置
が右図のように異なります。

奥行き８００デスクの外装脚の取付位置
(  に取り付ける）
スタンダードテーブル 片袖机

外装脚 外装脚天板天板

外装脚の取り付けかた

外装脚 ❶段付きボルトを入れる

 穴

❷押し込む

❷押し込む

 穴が少し見える

❹天板端とそろう

スライド
させる
❸

外装脚

 穴

穴

天板

段付きボルト
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8.組み立てかた

2.�位置決めパーツをつまんで引き上げ、袖を内側にずらしてください。
3.�袖を取り外してください。

3袖の取り付け
1.	引き出し内に入っているアジャ
スターセットを取り出してくだ
さい。

2.	袖の段付きボルトを天板の 穴
と、 穴、 穴に入れ､図の
ように固定してください。

3.	袖の四隅を持ち上げて、段付きボ
ルトが確実に天板の穴に入ってい
ることを、確認してください。

袖の固定のしかた

袖

位置決めパーツ

❻天板端とそろう

 ❺押し込みながら
　スライドさせる

段付き
ボルト

❸��段付きボルト
　が入る

❷手前にずらす

❻確認

矢印マークの先にそろう

マーク

マーク

❶�そろえて
置く

マークにそろえる

❹確認

マークとそろう

天板
位置決めパーツ段付きボルト

穴

穴

穴

袖

❺ ❺

袖の外しかた

❶
天板端に
そろえて
置く

❹
ずらす

段付きボルトが各穴に確実に入ら
なかった場合、袖を後ろから見る
と浮いています。

9022004

つまむ
引き上げる

9022009

つまむ

9022005

以下の要領で、袖をいったん取り外
してから、再度上記「袖の固定のし
かた」の要領で固定してください。
1.�袖の引き出しを外してください。
（⑥ページ参照）

浮いている

袖

位置決めパーツ

❶

❷
ずらす

4	パネルの取り付け
1.	パネル上部を天板と袖、または
脚に、パネル上部固定パーツと
ファスナーで図のように固定し
てください。

2.	パネル下部を袖、または脚に、
パネル下部固定パーツとパネル
金具で図のように固定してくだ
さい。

パネル下部の固定のしかた
❷引き上げる

パネル金具

パネル下部
固定パーツ

押し
込む
❶

❺はめ
　込む

入れる
❸

入れる
❹

ホールプラグ（小）
の取り付けかた

❶

❷

ホールプラグ（小）
※左袖机を組む場
　合は、左右付け
　替える

ホールプラグ
※左袖机を組む場合は、左右
　付け替える

パネル下部固定パーツ
パネル金具

パネル上部固定パーツ

ファスナー

外装脚

パネル

袖

パネル上部の固定のしかた

パネル上部固定パーツ

❶起こす

ファスナー

□穴
❷
差し込む

はめ込む
❹

❸入れる

8024809 8024810 8024811

8024808
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8.組み立てかた

5	引き出しレールの取り付け
センター引き出しの取付位置（図は天板裏面です。 ：引き出しレール・：角穴）

1.	スタンダードテーブル奥行き８００
の場合は最両端のレールに、L型
デスクの場合はL天板を取り付
ける側のレールにレールサイド
キャップを取り付けてください。

2.	レールのツメを天板の角穴に入
れ、ゆっくり倒してください。

3.	レールファスナーで、レールを
天板に固定してください。

4.	アジャスターを、袖底部に取り付けてください。
※	爪が確実に引っ掛かっていることを確認して
ください。

レールファスナーの入れかた
※ピンを押して、
　ファスナーが確実
　に掛かっている
　ことを確認する。

スタンダードテーブル
（幅：１８００・１６００・１４００）

スタンダードテーブル
（幅：１2００・１1００・１0００）

スタンダードテーブル
（幅：70０）

L型デスク
（幅：1600・1400）

両袖机（幅：１６００・１４００） 片袖机（幅：１2００・11００・１0００） 片袖机（幅：１6００・14００）

レールサイドキャップの
取り付け

引き出し
レール

レールサイドキャップ
6024402A

❶

❷

6021904B 6021904A 6021908

❶入れる ❷はめ込む ❸押す

ピン

❶入れる

❷
倒す

角穴

引き出し
レール
6021904C

アジャスター

はめ込む

袖爪

アジャスターの
取り付け

引き出しレール（右）

❶

❸

❷

アジャスター

角穴

引き出し
レール（左） レール

ファスナー

6	袖の取付状態の確認
机を起こして袖の上段引き出しを引き
出し､位置決めパーツの状態を袖上部
の○穴で確認してください。

7	引き出しのセット
机を起こして、センター引き出し
を引き出しレールに合わせて入れ
てください。
※	袖引き出しの入れかたは、⑥
ページ3を参照してください。

8	L型デスクの組み立て
（L机のみ）

L型デスクの組み立ては､L天板に
付属の組立説明書を参照してくだ
さい。

以上で、組み立ては完了です。
ガタツキがあるときは、アジャス
ターで調節してください。

センター引き出しの入れかた

引き出し
レール

センター引き出し

レールに
のせる

位置決めパーツが
出ていない

白く見える

位置決めパーツが
出ている

黒く見える

位置決めパーツ

上段引き出し

丸穴

センター引き出し
アジャスター

アジャスター

引き出しレール
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9.各部品の取り外しかた

各部品は､天板にのせているものや引き出しに収納しているものを取り除き､袖引き出しを
抜いて（⑥ページ3参照）から、以下の手順と要領で取り外してください。

1.パネル下部の外しかた

パネル下部
固定パーツ

❹外す

❸外す

❺はめ
　込む❷引き上げる

押し
込む
❶

8024818

8024819

8024820

パネル金具

2.パネル上部の外しかた

❹倒す❸抜く

ピンを押し
下げる

❷
起こして
外す

パネル上部
固定パーツ

ファスナー

8024812 8024813 8024814

3.引き出しレールのレールファスナーの外しかた

6021903A

❶ピンを手
　前に引く

❷起こして
　外す

4.外装脚の外しかた

8024803Z 8024802Z

ず
ら
す

手
前
に
引
く

袖

外装脚

外す

レール
ファスナー

取り
付ける

5.袖の外しかた

位置決めパーツ

❷ずらす

位置決めパーツ

❶引き上げる

❸
袖を手前
に引く

8024821

❶


